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秋田市教育委員会平成３０年３月臨時会会議録

１ 日 時 平成３０年３月１日(木)

午後３時～午後４時５分

２ 場 所 ５－Ａ会議室

３ 出席委員 教育長

教育委員

教育委員

教育委員

教育委員

４ 出席職員 教育次長

総務課長

学事課長

教職員室長

生涯学習室長

教育研究所長

総務課長補佐

学校教育課長補佐

総務課副参事

総務課主席主査

総務課主席主査

総務課主席主査

教職員室主席主査

教職員室主席主査

教育研究所主席主査

総務課主査

総務課主査

総務課主査

学校教育課主査

学校教育課主査
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５ 議 題

【付議案件】

議案第８号 教職員人事異動に関する件

【教育長等の報告】

(1) 平成２９年度２月補正予算（案）（追加提案）に関する件

(2) 平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査における秋田市の結果に

ついて

６ 議 事 午後３時開会

【平成３０年２月定例会会議録の承認】

平成３０年２月定例会会議録について、異議がないため承認された。

【会議録署名委員の指名】

教育長が今回会議録の署名委員として委員２名を指名した。

【付議案件】

【非公開の議決】

教育長 議案第８号「教職員人事異動に関する件」についてで

あるが、これは人事に関する案件であることから、「地

方教育行政の組織及び運営に関する法律」第14条第７項

のただし書きの規定により、秘密会として取り扱うこと

とし、日程の最後に審議したいと思うが、異議はあるか。

※ 以上の発議があり、全員賛成により議決した。

【教育長等の報告】

(1) 平成２９年度２月補正予算（案）（追加提案）に関する件

教育長 事務局から説明をお願いする。

総務課長 （資料に基づいて説明）
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今回の補正予算は、先月１日に成立した国の補正予算に

伴う事業により編成され、市議会２月定例会に２月２７日

付けで追加提案されたものである。

小学校費の小学校施設等改修経費は、河辺小学校、日新

小学校、金足西小学校においてそれぞれ校舎の外壁等の改

修を行うものであり、小学校トイレ環境改善事業は、明徳

小学校と港北小学校、外旭川小学校において老朽化したト

イレを大規模改修し機能の改善・向上とともに洋式化の推

進を図るものである。

中学校費の中学校施設等改修経費は、河辺中学校の下水

道直結工事を行うものである。

各事業とも、来年度の当初予算に計上する予定としてい

たが、国の補正予算において補助採択されたため、今年度

の補正予算に計上し、有利な財源の活用を図りながら速や

かな事業の実施に努めたいと考えている。

(2) 平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査における秋田市の結

果について

教育長 事務局から説明をお願いする。

教育研究所長 （資料に基づいて説明）

委員 中学校２年生女子の調査結果でいくつかの項目が全国平

均を著しく下回っているのはなぜだろうか。

教育研究所長 中学校２年生女子の全国平均の数値は年々伸びており、

今年度過去最高の状況にある。一方、本市の数値は、現状

維持が続いている。本市の中学校２年生女子の数値は例年、

全国平均よりも低い傾向となっているのが現状である。中

学生になると部活動により運動時間が増える傾向にあるが、

本市中学校女子に関しては運動をする生徒とそうではない

生徒に二極化する傾向にある。本市では、全国平均に比べ

て運動部に入っている生徒の比率が低い傾向にある事もこ
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の結果に関係していると感じている。

委員 小、中学校ともに「スポーツをすることは好きですか」、

「あなたにとって運動することは大切ですか」というアン

ケート項目に対して肯定的な回答をしている比率が高いに

もかかわらず、実際の数値は低い。

自家用車で登校する割合が高く、体を動かしたくても出

来ない状況にあるのだろうか。

教育研究所長 本市では、徒歩で登校する割合が全国平均より低い。運

動能力との関係について詳細な分析は難しいが、普段なに

げなく体を動かす機会が少なくなっているのは事実であり、

少なからず影響があると考えている。

委員 全国的に中学校２年生女子の数値が伸びている理由を教

えてほしい。

教育研究所長 全国の教育委員会や学校が中学校女子の運動について創

意工夫をして取り組んでいると報道されている。むろん秋

田市の創意工夫が足りないのではなく、他の都道府県では

様々な働きかけで運動に親しむ事が可能になるケースが多

いが、本市では放課後に運動できる施設が少なく中学校女

子に対して運動の機会を学校の授業以外で設定するのが難

しいところが課題である。

委員 十数年前、東京大学大学院の小林教授が持久力等を中心

に膨大な人数を対象とした体力・運動能力の追跡調査した

研究成果を報告している。５歳児くらいの幼児期に体を精

一杯動かしている子どもは第二次成長期になって体力・運

動能力面で良い結果に結びついているという話であった。

その当時、秋田県の子どもたちのスポーツテストの結果は、

全国トップレベルにある今とは違って下位に沈んでいた。

秋田では、幼児期の子どもたちが日常的に汗を流して走り

回って遊ぶことが少ないのだろうかと気になっていた。

首都圏を中心に全国を見ると、学校の部活動ではなく地

域のクラブの中で子どもたちが体を動かしている現状があ
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る。学校現場では体育の授業は２日に１回の割合の時間数

であり、日常生活でどれだけ体を動かしているのかが問題

だと思う。また、通学方法や学校生活の中で体育的行事の

取り扱いなども考え合わせると、秋田の現状は厳しいので

ないか。学校の統廃合が始まった頃から、子どもたちはス

クールバスで通うようになった。学校から帰っても近くに

友達がいないため外遊びが少なくなって、家の中でテレビ

やゲームで遊びことが多くなった。スクールバスで通う地

域の子どもたちに肥満傾向の者の割合が高いなどである。

学校訪問で「てくてくとくとく歩いて学校に行こう」運動

が継続されている話も聞くが、この資料を見ると子どもた

ちは歩いていない。特に保育園、幼稚園の子どもたちの現

状は、危険を避けるためもあって園バスや保護者の車で送

迎されていて、歩く機会が少ないと思う。小学生になって

もスクールバスで通うとなると体育の授業以外に運動した

り歩いたりする機会が少なく、厳しい状況にあるのでない

か。

ただ、小学校の時点では全国平均以上であるのに中学生

になると全国平均以下になるのは不思議だ。

教育長 一時的なことではなく、子どもたちが小さい頃から動き

回り運動に親しむ環境を作らないと秋田の子どもたちの体

力は上がっていかないのではないか。

委員 保育園では週１回、地域のコミセンの体育館を借りて体

を動かしているという話も耳にする。幼児期の日常生活で

走り回る経験が少ないという結果が、二次成長期に現れて

いるのでないだろうか。ただ、男子は中学生になっても全

国平均より結果が良いようだ。

教育長 男子の部活動加入率は女子に比べて落ちていないからだ

ろう。

委員 女子は中学生になるとおしゃれや文系的な事に興味を持

ちはじめる。
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教育長 中学生女子では美術部や吹奏楽部などに加入する子ども

が多い。

委員 全国的なことだが、今後部活動は確実に週２日休むなど

活動時間が減ることになり、運動時間はますます減る方向

だ。授業時間の確保がしきりに行われた時期、県内では学

校行事の見直しにより体育的な行事が軒並み削減された。

その当時はスポーツテストの結果も低かった。現在、体育

的行事の現状はどうなのか。

学校教育課主査 小学校では運動会を全４１校が実施しており、冬の活動

として、まんたらめのウィンター行事も含めてスキー教室

は３校、スケート教室は１校実施している。特徴的な活動

としては仁井田小学校では縦割りの活動の中で体育的行事

を全校でやっている。また、寺内小学校では夏休みに講師

を呼んで水泳教室を行っている。

中学校に関しては、八橋陸上競技場で記録会を実施して

いる学校は２校である。運動会は８校実施している。小、

中学校ともに体育的行事は減少傾向にある。

教育長 体育的行事が様々な理由で削減されている現状もあるが

運動習慣をどう身に着けていくかも問題だ。今回の調査結

果をまとめて各校に配布する際に運動習慣を身に着けるき

っかけ作り等、本日話し合われたことを盛り込んで周知し

て欲しい。

委員 なんでもトップレベルにならなくてはならないと考える

のではない。体格・体位が全国的に見てすばらしい秋田市

のこどもたちには、体格・体位という器に見合った体力・

運動能力が中身として備わって良いのではないかと考えて

いる。

委員 運動会や記録会の行事がなくても普段の生活の中で運動

することが大切なのだろう。例えば給食の時間の後に体を

動かして遊ぶのが楽しいと思わせる仕組みがあれば良い。

楽しいことを競い合っているうちに体力がつく、そういっ
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た遊びの部分を大人が後押しする仕組みが必要だと思う。

教育長 普段の体育の授業で動きのコツを掴むことも大切だ。そ

の点について秋田市は全国平均よりもかなり低いようだ。

先生たちの授業改善という部分も工夫してほしい。

教育研究所長 タブレット等を活用した授業を展開した際、運動が得意

でなかった子どもが相手にアドバイスする事が出来たとい

う実践事例がある。そういった意味で運動が得意な子ども

にとってもそうでない子どもにとってもタブレットを使い

ながら授業を行うことは非常に意義のある事だと感じてい

る。今後もICTを有効に活用した体育の授業を推進していき

たい。

【その他、今後の日程についての報告】

総務課長補佐 定例会は原則毎月第４木曜日としているが、３月定例会

は、人事案件の関係で３月１９日(月)午後３時３０分から

の開催を予定している。日程調整のほどよろしくお願いす

る。

教育長 ３月定例会は３月１９日午後３時３０分からとする。皆

さん、日程調整をお願いする。

【付議案件】

議案第８号 教職員人事異動に関する件

（議案第８号の審議は、秘密会のため、秋田市教育委員会会議規則第21条

の規定に基づき、会議録に記載しない。）

午後４時５分閉会

以 上


